
◆ SNSトラブル、スマホ依存、グルーミング、闇バイト、生成AI...

◆ ネットの「リアル」と「罠」を、語れる知識として学べる！

◆ 年間約50回、約7,000名への指導実績に基づくノウハウを凝縮！

◆ 準備・授業・教材制作の全技術！

◆ 「教え方が分からない」「教材を作る時間がない」現場の悩みを解決！

◆ 授業スライドや進行台本など、アレンジしてすぐ使える資料を多数掲載！
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第
2
章　「事前打合せって、本当に必要ですか？メールで確認すれば十分で

は？」
　こう考えるのは自然なことだ。しかし実際には、事前打合せの有無が
授業の質を大きく左右する。理由は三つある。
　第一に、学校の「本当のニーズ」は対話の中から見えてくる。
　メールで「どのようなテーマを希望しますか？」と聞くと、「SNSト
ラブルについてお願いします」という返答が来ることが多い。しかし、
これだけでは授業を設計するには情報が足りない。打合せの場で「最近、
貴校ではどのようなトラブルや課題がありますか？」と尋ねると、「実
は先月、LINEグループでいじめがありまして…」「保護者からスマホ依
存の相談が増えていて…」といった具体的な文脈が見えてくる。この文
脈を踏まえて初めて、その学校に本当に必要な授業を設計できる。
　第二に、学校側の不安を和らげ、信頼関係を築ける。
　学校の先生方は、「外部から来る人たちに任せて大丈夫だろうか」と
いう不安を少なからず抱えている。打合せの場で真摯に耳を傾け、「そ
れでしたら、こういう内容はいかがでしょうか」と具体的に提案できれ
ば、「この人たちなら任せられる」という安心感につながる。この信頼
関係が、当日の円滑な運営を支える土台になる。
　第三に、確認項目の漏れや解釈のずれを、その場で防げる。
　メールでのやり取りは記録が残る利点がある。しかし、一問一答のや
り取りでは確認項目に漏れが出やすく、互いの解釈が微妙にずれたまま
進んでしまうことがある。打合せであれば、その場で「こういう理解で
合っていますか？」と確認し合える。合意した内容を議事録にまとめて
共有すれば、認識のずれは更に起きにくくなる。

2.3 ステップ②：事前打合せ：学校のニーズをつかむ

2.3.1 なぜ事前打合せが必要なのか
3.1　授業形態の選び方　65
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章

　サイバー防犯教室の授業形態は、大きく三つに分かれる。
　体育館や講堂で一学年を丸ごと相手にする大講義型、教室で30～40名
と向き合うクラス別型、オンライン会議ツールで遠隔地に届けるオンラ
イン型だ。
　どの形態にも固有の強みと弱みがあり、唯一の正解は存在しない。学
校の状況、生徒数、対応可能な講師の人数、学校の所在地等を総合的に
判断して、学校側の要望とすり合わせをしながら選択することとなる。

サイバー防犯教育授業の三つの実施形態

　大講義型は、体育館や講堂で100～500名規模の生徒を一度に対象とす
る。
　短時間で多数に届けられる効率性が最大の強みだが、後方席の生徒に
注意が行き届きにくく、双方向性の確保が課題になる。全校集会や学年

3.1 授業形態の選び方

126　第 4章　教材編： 9大テーマの解説と授業教材

詳細・資料閲覧はこちらから



事後の危機管理編ー51

学校が避難所となる場合の対応
■避難施設の種類
・災害対策基本法の規定により、市町村が「緊急避難場所」と「避難所」を
指定する。
・公立の小中学校などが指定される避難施設として、次のような種類がある。

※指定緊急避難場所と指定避難所は、同じ施設がこれを兼ねることもある。

指定緊急避難場所
災害の危険から命を守るために緊急的に避難をす
る施設又は場所。土砂災害、洪水、津波、地震等
の災害種別ごとに指定されている。

指定避難所

災害の危険があり避難した住民等が、災害の危険
がなくなるまで必要な期間滞在し、又は災害によ
り自宅へ戻れなくなった住民等が一時的に滞在す
ることを想定した施設。

福祉避難所
指定避難所のうち、高齢者、障害者、乳幼児その
他の要配慮者を対象とした避難所。近年、特別支
援学校等が指定される事例も見られる。

出典：文部科学省『学校の「危機管理マニュアル」等の評価・見直しガイドライン』

大規模災害時等の学校における避難所運営

原則は
　・ 避難所の運営は、市町村の防災担当部局等の市町村職員が責任

を負うもの
　・ 教職員は、児童生徒等の安全確保と学校教育活動の早期正常化に

注力

過去の大規模災害の経験を踏まえると
　・発災直後から市町村の職員だけで運営体制を整えることは困難
　・ 発災から一定期間は開設から運営を教職員が支援することが求

められる。

教職員が避難所運営に協力し、円滑に市町村又は住民の自主運営に
移行すれば、早期の学校再開につながり、児童生徒等がいち早く日
常生活を取り戻すことができる。

28ー発生時（初動）の危機管理編

不審者侵入事案発生時の対応

【不審者対応の留意事項（例）】 
●原則として 1人では対応せず、応援を得て 2人以上で対応する。
●手を伸ばしても届かないよう、相手との距離を保つ。
●児童生徒等から不審者をできるだけ遠ざける。
●相手に背を向けない。相手が持っている荷物等から目を離さない。
● 別室へ案内する場合は、相手を部屋の奥へ案内し、教職員は入口付近
に位置して、出入口を開放する（避難経路の確保）。
●警報ブザー・ホイッスルの使用、110 番通報などをためらわない。
● 目の前の状況だけで判断しない（すでに校内の別の場所で事件発生の
可能性もある）。
● 防御は、不審者の取り押さえを目的とせず、児童生徒等に近付けずに、
警察の到着を待つ。

出典：文部科学省『学校の「危機管理マニュアル」等の評価・見直しガイドライン』

関係者以外の学校への立ち入り ←声かけ
　（あいさつ・用件を聞く）

受付に案内

校外退去

正当な理由あり

要請に応じる

再侵入

隔離

警察による逮捕
教職員による確保

正当な
理由なし

要請拒否

隔離できず

不審者侵入

負傷者発生

警察へ引渡

警察へ引渡

退去要請

●教職員へ緊急連絡
●110番通報
●教育委員会へ緊急連絡・支援要請

●防御（暴力の抑止と被害拡大の防止）
●不審者の移動阻止
●全校への周知、児童生徒等の掌握
●避難誘導
●警察等との連携

●速やかな119番通報（救急車要請）
●救急隊の到着まで応急手当

●対策本部の設置
●情報の収集、保護者等への説明
●心のケア、教育再開の準備

35第３節 点検と対策
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　特別教室には、様々な備品や設備が設置されていま
すので、これらに有効な対策を行いながら、授業にで
きる限り支障がないよう配慮も必要です。原則は通常
教室と同じですが、更なる工夫や、授業内容に応じた
踏み込んだ対応が必要となります。
　例えば、家庭科室の場合、授業で使う皿やカップを
収めた食器棚、冷蔵庫、電子レンジ、オーブンなど様々
な機器がありますので全てを固定することは難しいで
しょう。普段使わないものは、準備室での保管や作業
台下の収納にしまうことがベストです。それができな
い場合は、設置場所を工夫することで教室内に安全地
帯をつくります。例えば、教室後方などにこれら機器
をまとめ、前方には落下や転倒の心配がない「安全地
帯」をつくります（図表１ｰ８参照）。とっさのときには、教室前方に集まって机の下に潜
り込むなど安全姿勢をとります。機器の固定と合わせて安全地帯を設置することで、いざ
というときの対策をとっていきます。

3 特別教室での対策
授業内容に応じた対策1

教卓

前方の安全地帯へ
退避

食器棚

冷
蔵
庫
↓

電
子
レ
ン
ジ
、
オ
ー
ブ
ン
↓

図表１ｰ８

写真１ｰ９　特別教室の対策例

❶使用頻度の低い機器は準備室か収納へ格納する。可能なものは固定する

扉のない棚はネットなどで飛び出しを
防ぐ

27第２節 体制整備と備蓄
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　特別支援学校では、一般的な備蓄に加えて、障害特性に応じて必要な備蓄を洗
い出す必要があります。保護者への引き渡しに数日かかることも念頭に準備して
おきましょう。

　災害時に入手が困難な薬や衛生品、特殊な備蓄食は、家庭と協力し、学校に数
日分、家庭には１か月分程度の備蓄があると安心です。古いものから使用するロー
リングストックを行いましょう。電源、予備バッテリーなど、命に直結するもの
は必ず学校にも備蓄するか毎日持参してもらいましょう。スクールバスにも、一
日車内や避難先で過ごせる備蓄をしておきます。

　学外に避難する場合、こうした持ち出し品の運搬に人員が割かれます。訓練を
行って、持ち出し品の担当者も教職員の役割分担に組み込んでおくとよいでしょ
う。学校が危険区域にある場合は、二次避難先に一部の備蓄品を置くことができ
ないか交渉してみることも一案です。

・共通のものと個別性の高いものをそれぞれ準備する
・電源、衛生品、薬など命に直結する物資の備蓄を優先する 
・アレルギー・こだわりに対応した備蓄食を食べ慣れておく

特 別 支 援 学 校 で の 対 策

写真１ｰ３　医療的ケアが必要な子どもの持ち出し品対策例

薬や物品の定期的な確認
消費期限の確認・新しい物との入替えなど、薬
や物品が届いたときに行う

バッグの中の見取り図
 医療や福祉用語に詳しくない人などにも
探してもらいやすいように工夫する


